
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

半田乙川中部地区

平成２３年１２月

愛知県半田市



１１１１．．．．数値目標数値目標数値目標数値目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況のののの確認確認確認確認（（（（確定値確定値確定値確定値））））

様式様式様式様式4444－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式様式様式様式4444－－－－②②②②　　　　そのそのそのその他他他他のののの数値指標数値指標数値指標数値指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

3,000

700

1年以内の
達成見込み

△

13,700

見込み・確定
の別

13,700 ○㎡ 0

1年以内の
達成見込み

計測時期

H23年4月

H23年4月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 公園緑地面積 ○

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

13,700

総合所見

土地区画整理事業が順調に進捗
し、公園緑地整備面積の拡大につ
ながった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 居住人口 人 2,800 2,923
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

期待した人口定着が図られなかっ
たが、生活環境が充実し、人口増
加に貢献している。

986 980 H23年4月

2,910
景気の低迷による
宅地需要減退の影
響を受けた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

公民館へのアクセス向上や住民の
活動機会増加により、利用団体延
べ件数の増加につながった。

H　　年　月指標５

里親制度登録件数 件 3

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

12
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H23年4月
確定値は下回ったが増加してい
る。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３ 公民館の利用団体数 団体 613

その他の
数値指標１

総合所見

土地区画整理事業が順調に進捗
し、建築着工件数の増加につな
がった。

8

その他の
数値指標２

建築着工件数 件 25

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

里親制度の認識不
足。

152 178 H23年4月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２２２２．．．．今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策のののの検証検証検証検証

様式様式様式様式4444－－－－③③③③　「　「　「　「今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策」」」」のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

様式様式様式様式4444－－－－④④④④　　　　フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップによりによりによりにより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加がががが考考考考えられるえられるえられるえられる今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策

地域住民によるまちづくり活動の促進

地域間の連絡性のさらなる向上

教育の一環として平地川の清掃活動をしている小学校に対し、
清掃後のごみ処理等の支援を行った。

土地区画整理事業により、区画道路及び(都)環状線の整備を
行った。

里親制度に未登録であっても自主的に清掃活動
を実施する地域住民が増えた。

車両及び歩行者の地域間の連絡性が向上した。

具体的内容

地域住民の生涯学習・コミュニティ活動の拠点施設の整備。 地域住民の意見、要望を聴きながら事業をすすめる。
生涯学習・コミュニティ拠点の充実による住民ニーズへ
の対応。

実施時期

H24

活動の内容について、高齢者から小さな子供まで、幅広い年齢
層が集まることのできる内容を検討する必要がある。

土地区画整理事業地区内の未整備箇所の都市基盤整備を促
進し、住宅地の質的向上を図る必要がある。

跨線橋についても、早期実現に向けて移転交渉、ＪＲ協議を行
う。

今後の課題　その他特記事項

土地区画整理事業地区内の未整備箇所の都市基盤整備を促
進し、住宅地の質的向上を図る必要がある。

クリーンボランティアによる継続的な支援。

地域主体の清掃活動の継続的な支援。

(都)環状線は、一部区間が暫定供用されたものの、未だに渋滞
区間や未歩道区間が存在するため、その解消が必要である。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

土地区画整理事業により、都市基盤整備を行った。

ＪＲ、警察との協議を重ねた。

実施した結果

整備地区内の人口及び、着工建築数増加となっ
た。

土地区画整理事業により、都市基盤整備を行った。

実施した具体的な内容

住宅地の質的向上

（都）環状線の渋滞・未歩道区間の解消

市のホームページに、公園の紹介や、利用方法を掲載した。

ふれあい事業や地域でのイベントを企画した。

ソフトボールやグランドゴルフ等の地域住民の活
用の場となっている。

落語会、星空観察会、盆踊り講習会、歴史講座、
夏祭り、敬老会などを開催したところ、たくさんの
地域の方々が集う交流の場となった。

整備地区内の人口及び、着工建築数増加となっ
た。

H25年度に仮踏切を設置し、車両の交互通行が可
能となる予定。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

人口定着のさらなる促進

地域の身近な緑の拠点の活用促進

公民館の継続的な利用促進

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（精算報告）

半田
は ん だ

乙川
お っ か わ

中部
ち ゅ う ぶ

地区

愛知
あ い ち

県　半田
は ん だ

市
し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 161.0 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標１

目標２

目標３

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

㎡ H17 H22

人 H17 H23

団体 H17 H23

都道府県名 愛知県 半田市
はんだし

半田
はんだ

乙川
おっかわ

中部
ちゅうぶ

計画期間 交付期間 22

豊かな環境と共生できるやわらかなまちづくり
緑のネットワークの形成や親水空間に配慮したまちづくり

良好な住環境整備により人口定着

住民が集い・楽しみ・安心できるまちづくり

　本地区は半田市の東部に位置し、ＪＲ乙川駅の北東700ｍ、名古屋まで約１時間の距離にある。また、本市の中心市街地まで約2.5kmで既成市街地の周辺に残された農地が多く、地区内や隣接地区には公民館や小中学校、幼稚園があり、良好な住宅
地の供給が可能な面積161haの地区である。しかし周辺部の市街化の進展に影響され、住宅地としての需要が高まりつつある一方で、道路・水路・公園などの基盤整備が不十分な状況である。このような状況に対処するため、平成6年度から半田乙川中
部土地区画整理事業を実施し、平成14年度にはまちづくり総合支援事業の採択を受け新市街地の形成を進めている。
　なお、地区内の主な現況は下記のとおりである。
○河川
　集中豪雨でたびたび氾濫する２級河川稗田川・準用河川平地川が流れており、平成１１年度から河川整備を実施し平成15年度には親水性を目途とした緑化ﾌﾞﾛｯｸで整備した準用河川平地川の改修が終了したところである。
○交通網
　当市の道路網の骨格となり、また中部国際空港へのアクセス道路ともなる環状線（都市計画道路3・3・5）が計画されており、その環状線と交差する国道（3･2･10土井山新居線）は当市の交通の動脈となっている。
○公共施設
　地区内には、地域拠点施設として平地公民館と向山公民館があり、特に向山公民館は伝統文化を継承するなど活動の盛んな周辺自治区の生涯学習・コミュニティ活動の拠点施設となっている。その他、地区内に小学校が、隣接地にも中学校、小学
校、幼稚園があり、地域と連携した教育活動や地域スポーツクラブ等の拠点ともなっている。

・古くからの市街地であるため狭隘道路が現存しており、また市街化区域にもかかわらず市街地間には広範な面積の農地が占めているため市街化の障害となっており、当地区の抱える少子高齢化の解消のためにも良好な住環境の早期整備が課題と
なっている。
・たびたび氾濫する河川の早急な整備と区画整理事業に伴う公園など住環境整備に合わせた親水空間の確保が必要となっている。
・当地区周辺には主要な幹線道路が国道しかなく、また近隣の工業地帯へのアクセス道路もなく慢性的な交通渋滞を招いているため、環状線を始めとしたバイパス道路の早期整備が急務となっている。
・既成市街地内において身近な緑の拠点として公園を確保していく必要がある。
・地域の生涯学習の場として、また伝統文化の拠点施設として、老朽化の著しい公民館の早期整備が望まれている。

【半田市総合計画】
「人々が気軽にふれあい、文化や新たな幸せを創造できるような舞台としての中核都市」を目指しながら、普遍的な都市像である「健康で明るく豊かなまちづくり」を理念としている。
　そして、市民が安心して生活し、交流を楽しむことができ、「住んでよかった」｢住んでみたい｣と思われるように、地域の個性を生かしながら、高齢者、障害者、子どもなど全ての市民が過ごしやすい安全性や快適性に優れたまちづくりを目指している。
　また、自然・親水整備地域と位置づけられており、まとまった公園・緑地や特色のある自然を保全・再生しながら、緑のネットワークを形成するとともに、河川などの保全も併せて親水性の高い整備を進め、人と自然との共生に配慮したまちづくりを図って
いく計画である。
【都市計画マスタープラン】
「地球・緑・人にやさしい都市…はんだらしさの創造」をテーマに「住む人にやさしい街づくり」を目指している。
・ 住環境の整備：核家族化の進行による世帯分離や社会増による人口・世帯の流入に対応した良好な住宅宅地の供給を図るとともに、高齢者や障害者などにやさしい居住空間の整備を推進する。
・ 公園・緑地の整備と緑化の推進：ゆとりとうるおいのある住む人にやさしい街づくりを推進するため、市街地整備の推進にあわせ身近な公園・緑地の整備を促進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

公園緑地面積 地区内公園緑地の面積 魅力ある緑化環境形成の達成度を地区内の公園緑地面積で図る 0 ㎡ 13,700 ㎡

居住人口 地区内人口 良好な住環境整備の達成度を地区内居住者数で図る 2,800 人 3,000 人

公民館の利用団体数 公民館の利用団体数 住民が集い・楽しめるまちづくりの達成度を拠点施設である地域交流ｾﾝﾀｰの利用団体数で図る 613 団体 700 団体



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

＜都市再生整備計画の整備方針等＞
【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

方針に合致する主要な事業

整備方針１＜緑のネットワークの形成や親水空間に配慮したまちづくり＞
　当地区は「自然・親水整備地域」として位置づけられており、区画整理により周辺地区が宅地化されるのに伴い、まとまった公園・緑地や特色のある自
然を保全・再生しながら、緑のネットワークを形成し、河川などの保全と併せて親水性の高い整備を進め、また地区内の河川沿に植栽などの高質空間を
形成し、人と自然の共生に配慮したまちづくりを推進していく。

□ 公園（基幹事業）１・２号公園
□ 高質空間形成施設（基幹事業）緑化施設等整備
□ 地域創造支援事業（提案事業）河川環境・親水護岸整備

整備方針２＜良好な住環境整備により人口定着＞
　「自然が生きる健康的なまちづくり」をテーマに、人口増加に対応する住宅地の供給を目指し、周辺地域への交通網を整備するとともに、下水道を始め
としたライフラインのなどの基盤整備を進め、良好な住環境を備えた魅力あるまちづくりを形成する。

□ 道路（基幹事業）中午日東2号線
□ 下水道（基幹事業）
□ 下水道（提案事業）
□ 土地区画整理事業（基幹事業）
□ 土地区画整理事業（関連事業）

整備方針３＜住民が集い・楽しみ・安心できるまちづくり＞
・新市街地形成により人口増が見込まれるなか、地域住民の活動・交流拠点である市民交流センターにより住民の生涯学習の場として、また伝統文化継
承の拠点施設として整備する。
・安全で安心できるまちづくりを推進するため、地域の自主防犯ネットワークを形成し防犯活動の連携を図るとともに、新市街地の防犯施設の整備を行
う。
・地域に密着した学校施設を目指し、地域の各種活動の場の提供や避難所施設とするため、用地を確保し地域開放型の学校施設の整備を行う。

□ 高次都市施設（基幹事業）市民交流センター
□ 地域防犯施設整備事業（提案事業）防犯灯設置事業
□ 地域生活基盤施設（基幹事業）乙川東小学校地域開放学校用地取得
□ 民俗文化財保存伝承事業（関連事業）
□ まちづくり活動推進事業（提案事業）地域防犯活動推進検討会
□ 学校施設整備事業（関連事業）

＜交付期間中の計画の管理について＞
　事業の円滑な進捗を図るため、まちづくり推進監を中心とした庁内体制づくりをし、計画の管理実施、関係他団体との連絡協議、進捗途中での事業の再評価等とともに、住民への広報活動を続けていく。

＜事業終了後の継続的なまちづくりについて＞
・自分の部屋や家などをきれいにするように、子どものように愛着をもって公共施設をきれいに、との観点から半田市では平成12年度より市民に里親になってもらい、ボランティアで公共施設の管理と美化をお願いする里親制度を開始しており、市民が自
分たちの手で行うまちづくりのバックアップを続けていく。

・「計画区域の整備方針」欄は、目標を達成するために具体的に何をするのかを簡潔に箇条書きするとともに、欄の右にある「方針に合致する主要な事業」欄に、本計画に位置付けられている事業のう
ち当該整備方針に合致する主要な事業の事業名を記入すること(１つの事業が複数の方針に合致することもあり得る)。

・「その他」欄は、都市再生整備計画に関する事項として、特筆すべき内容があれば記載してください。

・その他記載にあたっての留意事項は、「都市再生整備計画策定の手引き」を参照すること。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

半田市 直 562ｍ 17 19 18 19 262 236 236 236

半田市 直 1,000㎡ 22 22 22 22 16 12 12 12

半田市 直 1,300㎡ 22 22 22 22 20 15 15 15

半田市 直 1,000㎡ 22 22 22 22 8 9 9 9

半田市 直 10,000㎡ 22 22 22 22 125 142 142 142

半田市 直 400㎡ 22 22 22 22 8 9 9 9

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 半田市 直 5,909m 18 22 18 22 305 200 200 200

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 地域防災施設 半田市 直 4,204㎡ 20 20 20 20 217 217 217 217

高質空間形成施設 半田市 直 － 20 21 20 21 188 172 172 172

高次都市施設 半田市 直 234.9㎡ 19 20 19 20 78 78 78 78

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 半田市 直 47.5ｈａ 12 22 18 22 4,350 3,270 3,270 3,270

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 5,577 4,360 4,360 4,360

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

河川環境・親水護岸整備事業 二級河川稗田川 半田市 直 670m 11 21 18 21 378 124 124 124

半田市 直 － 19 22 19 22 1 1 1 1

半田市 直 4,750m 18 22 18 22 112 66 66 66

半田市 直 － 19 20 19 20 1 1 1 1

合計 492 192 192 192
合計(A+B) 4,552

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

半田市 国土交通省 47.5ｈａ ○ 4 26 10,605

半田市 半田市 ー ○ 21 21 240

半田市 半田市 ー ○ 18 22 1

合計 10,846

0.402

直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 4,552 交付限度額 1,832 国費率

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

道路 市道中午日東2号線

事業 事業箇所名 事業主体

公園

1号公園

2号公園

3号公園

4号公園

1号緑地

半田乙川中部土地区画整理地内

乙川東小学校

－

向山市民交流センター

半田乙川中部土地区画整理地内

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

地域防犯施設整備事業 半田乙川中部地区

下水道事業 半田乙川中部地区

事業活用調査

まちづくり活動推進
事業 地域防犯活動推進検討会 半田乙川中部地区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

土地区画整理事業（特会） 半田乙川中部土地区画整理地内

学校施設整備事業 乙川東小学校

民俗文化財保存伝承事業
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